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背景と目的 

[n]シクロパラフェニレン ([n]CPP) は、シンプルにして無駄のない美しい構造を有し、

多くの科学者を魅了している。特に、近年、CPPのボトムアップ合成法が報告されたの

を契機として、CPPをはじめとした環状π共役系分子の化学が大きく発展している。

1) 
本

研究では、CPPの曲面π電子系をπアレーン配位子として用いることで、CPPがRuに6

でπ配位したCPP-Ruサンドイッチ錯体の合成と同定に成功した。

2) 
結果 

[5]CPP2)
に 1 当量の Ru 錯体 1 を作用させたと

ころ、単核 Ru 錯体  2 が高収率で得られた 
(Scheme 1)。また、2 当量の 1 を用いると、二核

Ru 錯体 3 が得られた。一方、2 当量以上の 1 を

用いてもさらなる錯形成は進行せず、3 のみが得

られた。さらに、[6]CPP と 3 当量以上の 1 との

反応では、Ru 三核錯体 4 が高収率で得られた。

3, 4 とも構造異性体の生成が考えられるが、いず

れにおいても単一の生成物が得られ、その構造

は NMR、および X 線結晶構造解析により一義的

に同定した。 
 多核錯体における高い位置選択性を明らかに

するために、DFT 計算により可能な構造異性体

の構造を求めた (Figure 1)。例えば、錯体 4 では、

4 の他に、構造異性体 4’、4’’が存在する。それ

らの熱力学的安定性を見積もると、実験で得ら

れた 4 が異性体の中で最も熱力学的に安定であ

ることが示された。 

合成した錯体は CPP の物性と遷移金属の特徴 
を合わせ持つと考えられることから、CPP の選択的な官能基化への利用、特徴的な触媒

機能や光、電子物性の発現といった観点から興味深いと考えている。 
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